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平素より、当社鉄道事業に対しまして、ご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

２０２２年度、弊社におきましては、役職員全員が社内に制定する安全の確保を最優先とす

る安全基本方針に基づき、輸送の安全確保に努めると共に、一畑電車沿線地域対策協議会様を

はじめ沿線地域の皆様による厚いご支援により、安全に関わる設備を積極的に更新・改善して

まいりました。 

今後も引き続き、有責事故ゼロはもちろんのこと、インシデントを始めとするあらゆる事故

の発生を防止し、併せて近年増加傾向にある自然災害に伴う輸送障害に備え、お客様が安心し

てご利用いただける交通機関を目指して更なる努力をしてまいる所存でございます。 

沿線環境は少子高齢化の進展により沿線人口が減りつつあります。又、原油価格、電気料金

の高騰により厳しい経営環境ではありますが従業員一同、ハード・ソフト両面の問題解決に尽

力してまいります。 

又、新型コロナウイルス感染症も落ち着きを取り戻し、２０２３年５月８日をもって感染症

対策を緩和いたしました。お客様に安心してご利用いただくため、従業員の健康管理を徹底し

安定した輸送に努力を重ねてまいります。 

 

本報告書は、鉄道事業法に基づき、各事業年度における輸送の安全確保のための取組実績、

その他安全に関する情報について、公表するものでございます。 

この報告書を是非ご覧いただき、ご意見、ご感想をお寄せいただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

代表取締役社長 足達明彦 

 

 

 

 

 

１．利用者はじめ地域の皆様へ 
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（１）安全基本方針（行動規範） 

当社の基本方針は、「安全・安定的な輸送サービス」を提供することを第一義とし、社長以

下全社員に対して次のとおり安全に係わる行動規範を定め周知・徹底を図っています。 

 

 

①安全の確保を最優先とし、一致協力して輸送の安全確保に努めます。 

②輸送の安全に関する法令及び関係する規程をよく理解するとともにこれを遵守し、厳正、忠実

に職務を遂行します。 

③常に輸送の安全に関する状況を理解するように努めます。 

④職務の遂行に当たり、憶測に頼らず確認の励行に努め、疑いのある時はもっとも安全と思われ

る取扱いを行います。 

⑤事故又は事故のおそれのある事態、災害、その他輸送の安全確保に支障を及ぼすおそれのある

事態が発生した時は、人命救助を最優先に行動し、相互に協力して速やかに安全かつ適切な処

置をとります。 

⑥安全に係わる情報は、迅速かつ正確に関係箇所に伝え、その共有化を図ります。 

⑦常に問題意識を持って行動し、業務の見直しが必要な場合は、積極的に対処します。 

 

 

（２）２０２３年度安全目標 

当社においては２０２３年度安全目標を次のとおり定めています。 

 

項目 内容 

鉄道運転事故 有責事故を発生させない 

インシデント（事故の兆候） 発生させない 

輸送障害（運輸局報告対象） 前年度より 1件以上削減 

輸送障害（運輸局報告対象外） 前年度より 1件以上削減 

 

 

 

 

（１）各管理者の役割 

 

役  職 役   割 

社長 輸送の安全に関する最終的な責任を負う。 

２．安全確保に関する基本方針と目標 

３．安全管理体制 



5 

 

安全統括管理者 

本部長 
輸送の安全に関する業務を統括する。 

運転管理者 

運輸課長 
安全統括管理者の指揮の下、運転に関する事項を統括する。 

乗務員指導管理者 

運輸課長代理 
運転管理者の指揮の下、運転士の資質の保持に関する事項を管理する。 

施設管理者 

施設課長 
安全統括管理者の指揮の下、施設に関する事項を統括する。 

車両管理者 

車両課長 
安全統括管理者の指揮の下、車両に関する事項を統括する。 

 

（２）安全管理組織 

２００６年１０月に「安全管理規程」を制定し、社長をトップとする安全管理組織を構

築して運用いたしました。 
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（３）安全管理の確認 

   ◆安全対策委員会及び安全対策幹事会 

     毎月１回安全統括管理者の下、管理職全員で月ごとの事故事例を検証し再発防止に

活用しています。更に再発防止策をはじめとする安全対策を協議し実施します。 

 

   ◆内部監査（運輸安全マネジメント） 

     安全管理規定に基づき各職場長に対し、安全に関する確認を行っています。 

結果に基づき必要な是正措置及びフォローアップを行います。 

また、新たに経営トップに対する内部監査も実施してまいります。 

 

◆経営トップの職場巡回 

     春・秋の交通安全運動期間中、並びに夏・年末年始等の繁忙期間中、経営トップに

よる職場巡回や職場会への出席などを行い、安全管理の実施状況確認を行っていま

す。また安全統括管理者による列車添乗を定期的に実施しています。 

 

◆一畑グループ交通安全部会 

  一畑グループの交通部門経営トップで組織し、各社の安全対策を共有し事故防止 

に努めています。 

 

◆緊急時対策本部 

     重大事故・災害が発生した時、及び災害が発生する恐れがある場合には、本社内に

対策本部を設置し、情報収集・代替輸送手配・復旧作業管理・お客様への情報発信

等を行います。 

 

 

 

  （１）鉄道運転事故 

     運転事故は発生していません。 

 

  （２）インシデント（事故の兆候） 

     インシデントは発生しておりません。 

 

   運転事故・インシデントの発生件数推移                               

 列車衝突 列車脱線 踏切障害 道路障害 人身傷害 インシデント 合計 

2020年度 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

2021年度 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

2022年度 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

 

４．安全輸送の実態（２０２2 年度の事故等発生状況） 
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（３）輸送障害（３０分以上の遅延または運休） 

    輸送障害の発生件数 

 社内要因 社外要因 自然災害等 合計 

2018年度 ６ 2 2 10 

2019年度 5 ６ 5 16 

2020年度 ６ １ ６ 13 

2021年度 ７ １ ４ 12 

2022年度 3 5 4 12 

※2022年度社外要因、内２件は自死によるもの 

 

２０２２年度、弊社における輸送障害（運輸局報告対象）は 7 件から 3 件に減

少。原因は、いずれも旧型車両の故障が原因でした、お客様には大変ご迷惑をおか

けする結果になりました。今後、令和 6 年度～8 年度にかけ計画している車両更新

により旧型車両を一新し、お客様に安心してご利用いただける環境を整備してまい

ります。 

輸送障害（運輸局報告対象外）については、前年度、鼠害による保安装置故障が

頻発いたしましたが、その対策として、対鼠害ケーブル化を進めた結果、被害が減

少致しました。 

踏切道に於いては、遮断桿折損、虜になった事案が多数報告され、踏切監視カメ

ラによる踏切監視を含め、より一層監視体制を強化いたします。 

自然災害については、前年度のような大きな被害は発生していませんが、ゲリラ

豪雨が頻発したため、規程に基づいた運転見合わせが複数回発生いたしました。 

      

（４）災害（地震、風雨等による被害） 

     ２０２２年度、弊社における災害が１件発生いたしました。 

 

  （５）行政指導 

     ありませんでした。 

     ２０２２年度中国運輸局より無事故表彰を受けました。 

 

 

 

  （１）安全重点施策 

２０２１年度から一畑電車沿線地域対策協議会様による支援計画が改められ、２

０２５年度までの５年間に亘る支援計画が新たに策定されました。この支援計画を

基に設備更新等を中心とした取組を進めてまいります。また、支援計画とは別に、鉄

道施設を維持していくうえで定常的に必要となる経費をご支援いただき、更なる安

全性の維持向上に取り組んでまいります。 

５．安全重点施策の内容 
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なお、これら事業の実施にあたっては一畑電車沿線地域対策協議会（島根県・出雲

市・松江市）及び国の各種補助制度（鉄道施設総合安全対策事業費補助等）を活用さ

せていただいております。 

安全に係わる設備改善の２０２２年度実績及び２０２３年度の計画は下記のとお

りです。 

 

（２）安全への設備投資 

項   目 ２０２２年度実績 ２０２３年度計画 

道床交換 ２３６ｍ １０２ｍ 

枕木交換 １，１１８本 

１,１８２本 

 

１，１１８本 

レール交換 ３７０ｍ １８０ｍ 

分岐器交換 ３基 － 

電車線更新 １４７ｍ １４４ｍ 

軌道回路の更新 ３区間 ２区間 

ポイント融雪設備更新 ８箇所 ７箇所 

通信ケーブル更新 ７,５００ｍ ８,５７５ｍ 

橋梁塗装 

 

１橋 － 

橋梁耐震補強 ７橋 １３橋 

工場ホイスト設備更新 １式 － 

検車庫ピット改修 １式 － 

法面改修 － １１２ｍ 

直流高速度遮断器更新 － ２台 

回生電力吸収装置新設 － １台 

 

   検車庫ピット改修 

 検車線での検査、修繕を安全に 

 行えるよう、検車線のピットを 

改修いたしました 

 

 

 

避難ハシゴの車両搭載 

事故災害が発生した場合、車外へ 

安全に避難していただくため、非 

常用避難ハシゴを全車両に搭載 

しています。 
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（３）安全への取り組み 

電気設備の更新工事 

 軌道回路、融雪機の更新工事、 

保安設備について工事を実施し 

て安全運行を確保できるよう努 

めています。 

 

 

線路の点検、整備 

 今年度の設備工事で分岐器交換等 

実施致しました。軌道の検査を 

１mm単位で計測し列車の走行に 

支障が無いよう安全運行を支え 

ています 

 

車両の点検、整備 

 電車が走行した距離毎に、各種 

検査周期を定め、安全に運行で 

きるよう日々の車両点検を実施 

しています。 

 

 

（４）踏切道の安全対策 

踏切内での立ち往生、及び踏切 

遮断桿折損事故等が多く発生する 

踏切道には、踏切監視カメラを 

設置し、列車との衝突事故を未然 

に防止するシステムを導入してい 

ます。（6箇所） 

 

（５）自然災害対策 

  沿線の風速や雨量を観測し、規制値に達した時は直ちに運転規制を行います。 

 

 

 

 

 

（風速記録）    （風速計）      （雨量記録）    （雨量計） 
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（６）社員教育・訓練 

２０２２年度安全に係わる教育及び訓練は以下のとおりです。 

 

【施設課】 

机上での実施基準教育、及び列車 

防護訓練を行いました。 

災害、事故発生時に素早く復旧を 

が出来るよう訓練を行いました。 

 

 

 

【車両課】 

車両実施基準、リスクアセスメント 

の安全教育を実施いたしました。 

構内での触車事故を発生させない為、 

全課員で訓練を行いました。 

 

 

【運輸課】 

職場会を開催し繁忙期の多客対策、 

異常時等に的確な処置及び判断が 

できるよう机上教育、実設訓練を 

実施いたしました。 

また、積雪時のパンタグラフの雪を 

取り除くため訓練を行いました。 

 

【運転指令】                         

年間教育に現場での訓練を行い故障 

時の対応方法を再確認しました。             

また、リスクアセスメントを取り入 

れ、リスクを排除できる方法を講習 

致しました。 
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【一畑電車総合事故対応訓練】 

過去の重大事故を教訓として、事故を風化させないための大規模訓練を行いました。 

 

 

 

 

 

 

（情報伝達）      （警察、消防との連携）     （救出訓練） 

 

 

 

 

 

 

（線路・電車線復旧）     （復旧作業報告）      （脱線復旧） 

 

【ＪＲ西日本米子支社合同事故対応訓練】 

JR西日本米子支社様と合同で並行区間での事故を想定した復旧訓練を行いました。 

 

 

 

                

 

 

 

（事故想定）        （警察消防連携）      （乗客救出） 

 

【不審者対応講習・防護盾の配備】 

テロ犯罪に対応するため、防護用品を配備し、警察官による指導の下訓練を行いました。 

 

（６）乗務員の資質管理 

 

 

 

 

 

（防護盾の配備）     （不審者対応）      （防護盾取り扱い訓練） 

 



12 

 

（７）乗務員の資質管理 

乗務員は常に安全意識を持ち、出退勤点呼時に飲酒検査を行い安全運行に努めます。 

又、携帯電話（スマートフォン）の保管状況確認も併せて行います。 

 

 

 

 

 

 

（厳正な点呼）       （飲酒検査）        （添乗指導） 

 

 

 

 

  （１）踏切事故防止にご協力下さい。 

     ２０２２年度においては、踏切での一旦停止及び左右の安全確認を怠ったことが原

因による踏切支障等が１１件、踏切遮断桿の折損等が５件発生しています。これらに

つきましては、いずれも重大事故には至っていませんが、このような状況は列車の定

時運行に影響を及ぼし、且つ利用して頂くお客様の皆様に多大なるご迷惑を与えると

共に、踏切を横断される方の死傷事故にも繋がる行為です。踏切では必ず一旦停止さ

れ、安全を確認の上お渡りください。 

 

【踏切事故防止】 

踏切事故防止キャンペーン、全国 

交通安全期間中、警察署協力の下 

主要な踏切道での街頭指導を行い 

ました。 

また、沿線の小学校での出前安全 

教室を実施致しました。 

 

（２）線路でのいたずら防止にご協力下さい。 

     線路内での置石や投石などのいたずらは、刑法第十一章「往来を妨害する罪」に問

われます。線路施設内には入らないよう、また障害を発見した場合は直ちにご連絡を

お願い致します。     （一畑電車 運輸部運輸課 ０８５３－６２－３０２１） 

 

（３）列車撮影時のマナー向上にご協力ください。 

    列車を撮影される際、駅ホームの黄色い線の外側での撮影や軌道内への立ち入りな

ど大きな危険を伴います。また、私有地への立ち入りなど立入が禁じられている場所

へ無断で入らないようお願いいたします。撮影マナー向上にご協力をお願い致します。 

６．地域の皆様へお願い 
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（４）AED（自動体外式除細動器）の設置 

     AED(自動体外式除細動器)設置箇所 

電鉄出雲市駅、出雲大社前駅、川跡駅、 

雲州平田駅、松江しんじ湖温泉駅に設置 

しています。 

 

 

 

（５）防犯カメラの設置 

     全ての有人駅、無人駅については 

順次防犯カメラを設置し犯罪を抑止 

いたします。（22駅/26駅設置済） 

 

 

 

（６）ホーム上の安全確保 

   ホームからの転落事故防止のため、内方線付点状 

ブロックの設置を順次進めると共に、係員による 

積極的なお声掛けをさせていただきます。 

又、歩きスマホによる転落事故防止のための注意 

喚起も行っております。 

皆様のご協力をお願いいたします。 

 

（内方線付点状ブロックの設置）  

 

（７）計画運休・運転再開の情報提供タイムラインの作成 

 

自然災害による被害を最小限に留め、お客様の命を守る取り組みの一環として、事前に 

計画運休を実施する場合があります。計画運休を実施する場合には、「計画運休・運転再 

開における情報タイムライン」としてルール化し、ご利用者の皆様へのきめ細かい情報 

提供に努めてまいります。皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 

併せて、外国人のお客様への対応として、可能な限り外国語での運行情報発信に努めて 

まいります。 
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（８）こども１１０番の駅 

     当社の有人駅では、「こども１１０番の駅」の取組みを行っています。こどもが助け

を求めてきた場合、こどもを保護し、こどもに代わって１１０番通報を行います。ま

た、被害にあった時だけではなく、日頃から安全・安心への配慮と安全・安心な地域

づくりに貢献するとともに、こどもにとって楽しくフレンドリーな優しい駅を目指し

ています。 

    実施駅・・松江しんじ湖温泉、雲州平田、川跡、電鉄出雲市、出雲大社前各駅 

 

（９）ご意見箱の設置 

     当社では、利用者の皆様の声をお聞きするために、有人駅（５駅）にご意見箱を設

置し安全及びサービスの向上に反映させています。また、寄せられたご意見に対し可

能な限り回答いたします。皆様からのご意見をお聞かせください。 

 

 

 

   電車ご利用のお客様をはじめ、ご支援いただいている地域の皆様への感謝の気持ちを込

め、駅サイト祭りを開催いたしました。イベント列車（絵本読み聞かせ電車、クリスマ

ストレイン）を企画し楽しいひと時を電車内で過ごしていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  お客様が直接触れる箇所への消毒を定期的に実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．地域とのふれあい 

８．新型コロナウイルス感染防止対策 
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  飛沫感染防止（乗務員室仕切り）、車内換気対策を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  光触媒アヴァンコート[抗菌対策]を施工済み。（全車両・体験運転用車両） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  上記以外の取り組み 

・従業員全員の業務中マスク着用の義務化 

・従業員の手洗い及び手指消毒の実施 

・従業員の出勤前体温測定の義務化 

・駅待合室への消毒液設置 

・お客様への咳エチケットなどのご協力要請 

※２０２３年５月８日をもって新型コロナウイルス感染防止対策を終了しています。 

 

 

 

 

  本安全報告書へのご感想、及び当社への取組みに関するご意見は下記までお寄せ下さい。 

皆様からのご意見お待ちいたしております。 

 

一  畑 電  車 株 式 会 社  総 務 部 

TEL ０８５３－６２―３３８３   FAX ０８５３－６２－３３８４ 

E―mail  tetsudou@densya.ichibata.co.jp 

■ 月～金 ９：００～１７：００（年末年始を除く） 

9．お問い合わせ先 


